
平成 30年度 第 2回監査委員会 議事録 

 

実施日：平成 30年 9月 21日（金）10：00～11：40   

場 所：大学病院本館 4階第 1会議室 

出席者（監査委員）上原委員長、小林委員、中尾委員 

（病院側）北川病院長、大坪副院長、長谷川副院長、安田室長、山田副室長、 

根津事務部長、山口次長、角田主幹、阿部係長、水戸係長、北原主査 

（進行）（事務部管理課）桑原主事 

 

（議事） 

(1) 特定案件に対するヒアリングについて    

医療安全対策委員会議事要旨に記載された医療安全に関する具体的事案のうち、 

監査委員が選択した事案について、関係者からのヒアリングを行った。  

   

 今回は平成 29年度第 9回から第 11回及び平成 30年度第 1回から第 4回の医療安全

対策委員会から対象事案を選択した。     

   

（病院側より）        

選択された事案についての詳細な状況、問題点の抽出、整理、今後に向けての対策等の

説明がなされた。        

  

（監査委員より）        

質問に対して十分な検討と準備がなされていた。また、対策も熟考されており、ヒアリングを

することで病院が医療安全に関する事案に適切に対応していることが確認できた。 

ほとんどの事案について速やかな対応がなされている一方で、検証に一定の期間を要す

る事案については、患者や家族が病院の行った診療行為に対して、理解を変化させること

を念頭に、患者や家族が被る不利益も含めて対処する必要がある。  

  

         

(2) 医療安全に関する各種委員会の活動状況について    

    

平成 30年 5月から 8月にかけて開催された医療安全に関する各種委員会につい て、陪

席した委員から以下のような報告があった。委員の陪席した委員会は次のとおり。 

 

・ 医療機器安全管理委員会（平成 30年 5月 23日（水）） 

・ 医療安全対策委員会（平成 30年 6月 13日（水）） 

・ 未承認新規医薬品・医療機器評価委員会（平成 30年 7月 3日（水）） 

・ 高難度新規医療技術評価委員会（平成 30年 8月 14日（火）） 

        

・ 各委員会とも活発な発言や意見交換がなされており、医療安全に対する前向きな 姿

勢が確認された。        

・ 各委員会で出された意見等について、その後どうなったのかという検証が不足している

と感じた。        

 ・ 新しい決定やルールの改訂があったら、それがどのように周知され、本当に周知 

されているのかの確認が必要である。     

   

 



 （病院側からの補足説明）        

 ・ 決定事項等については、各部署、医局、病棟、事務に対して周知する仕組みが 

ある。        

 ・ 今後は学内 LANに PCやスマホで、決まったことを職員が振り返りみられるものを 

        準備している。        

         

         

(3) その他        

・ 管理課より、医療法施行規則の一部を改正する省令等の施行により、監査委員会規程

の改正について報告があった。      

       

 ・ 次回の予定について 

前回の委員会で決定したとおり、平成 31 年 2 月に開催する。日程は別途調整の上、通

知する。 

 
        


